
現場説明書（技術的事項） 

 

工事名称  福山市立あけぼの幼稚園園舎解体に伴う植栽移設工事 

 
1 現場の状況 

工事場所は、福山市立曙小学校敷地内で、福山市立あけぼの幼稚園に隣接し、福

山市曙新涯 5 号線に接しています。 

正門は小学校と幼稚園の両方で通常利用があります。 

 

2 別途工事 

正門移設工事 

電気設備改修工事 

給排水設備改修工事 

 

3 留意事項 

【共通事項】 

(1)  工事に当たっては、交通渋滞、騒音、粉塵、振動、汚染排水等により、近隣

住民に迷惑のかからないよう十分配慮してください。 

(2)  工事期間中も学校施設を使用しているため、工事関係者はもとより、職員、

児童及び第三者への安全確保に必要な対策を講じてください。 

(3)  工事車両等の進入・退出・停車等に当たっては十分な注意を払い、通行者等

の安全を第一に図ってください。 

(4)  資材の搬入、搬出時にはシート等でカバーするなど、土砂・木片等が飛散し

ないよう注意するとともに、タイヤ等に付着した土砂によって道路汚損等のな

いように注意してください。 

(5)  道路等を汚損した場合は、速やかに清掃等の復旧を行い、工事期間中の進入、

退出路に係る維持管理（舗装・構造物等の保護養生、補修等）は、受注者で行

ってください。 

(6)  工事場所外においても、駐車違反、速度制限、積載制限等交通法規を遵守し、

事故防止に万全を期してください。 

(7)  工事に係る留意事項は、協力業者、資材納入業者等にも指導を徹底してくだ

さい。 

(8)  工事現場内の資機材の保管等については、受注者において十分な管理を行い、

各工種・工程における廃材・ごみ等についても、受注者の責任において遅滞な

く処理してください。 

(9)  実施工程表は、契約後１４日以内に提出し承諾を受けてください。また、施

工関係書についても速やかに提出し、承諾を受けてください。 

(10)  工事により周囲の建物や工作物に汚損等が生じた場合は、監督員及び施設管

理者に報告するとともに、受注者の責任で速やかに復旧してください。 

(11)  特定建設資材は再資源化に努め、産業廃棄物は関係法令に従い適切に処理し

てください。 

(12)  工事施工に必要な官公署への手続は、受注者の責任において速やかに行い、

手続を行った場合は、速やかに報告してください。 

(13)  受注者は、地元企業、地場製品の活用に努めてください。 

(14)  受注者は、各種工事の職種を問わず、積極的に「技能士」適用に努めてくだ



さい。 

  

【特記事項】 

(1)  石垣のとりこわし作業は、平日に行うことはできません。 

(2)  現場作業は、12 月 7 日までに完了してください。 

(3)  現場着手日及び工事関係車両の駐車場の計画は、あらかじめ施設管理者と協

議の上、決定してください。 

 また、工事用車両は、通学・通園時間帯を避けて出入りしてください。 

(4)  工事期間中、2025 年 12 月 24 日（水）から 2026 年 1 月 6 日（火）は冬休み

の予定です。土曜日、日曜日、祝日を含めて、児童が登校しない日も校舎、屋

内運動場、グラウンド等は使用することがあります。 



設計：株式会社今川建築設計

2025年（令 和 7 年）9月30日

福山市立あけぼの幼稚園園舎解体に伴う植栽移設工事

福山市建設局建築部営繕課

主務 課員 課長補佐次長 営繕課長 建築部長

発注

2025年  10月



特　記

福山市建設局建築部営繕課
年 月 日設計年月日

種別

図面番号

課長補佐次　長主　務 課　員 営繕課長 建築部長 工　事　名設計者・設計事務所名 図 面 内 容 ・ 縮 尺

2025 一級建築士 第246183号　今川　忠男

一級建築士事務所登録 広島県知事登録 22(1)5553

株式会社今川建築設計
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特　記

福山市建設局建築部営繕課
年 月 日設計年月日

種別

図面番号

課長補佐次　長主　務 課　員 営繕課長 建築部長 工　事　名設計者・設計事務所名 図 面 内 容 ・ 縮 尺
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一級建築士事務所登録 広島県知事登録 22(1)5553

株式会社今川建築設計
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移 設

特記仕様書（１）
Ａ-２

建築工事仕様Ⅱ

※

章 項 特　　　記　　　事　　　項 項 特　　　記　　　事　　　項 章 項 特　　　記　　　事　　　項章

８ 施工中の安全確保 労働安全衛生法第３０条第２項の規定に基づく指名 17 保証書福 山 市 建 築 工 事 特 記 仕 様 書
Ⅰ 工 事 概 要 (1.3.7) ・ 工事中は、騒音、振動の発生、粉塵の飛散（散水）、道路の汚染等の防止に努めること。 工事区分 材料名 保証年限 備考

10 年

・ 本工事は、交通誘導員として　 　 人を見込んでいる。 10 年

10 年

10 年

年

９ 発生材の処理 ・ 引渡しを要するもの （ ） (1.3.11) 年 漏水の場合等

(1.3.11) ・ 現場において再利用を図るもの （ ） 年 漏水の場合等

※ 再資源化を図るもの 年

・ アスファルトコンクリート ・ コンクリート ・ 木材 年

・ コンクリート及び鉄からなる建設資材 年

床面積 ※ 年

　1年 枯死の場合

18 施工図及び

※ 建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ）　　（財）日本建設情報総合センター

３）付属施設

施 工 計 画 時 工 事 完 了 時

搬 入 再生 資源 利用 計画 書 再 生 資 源 利 用 実 施 書

搬 出 再生資源利用促進計画書 再生資源利用促進実施書

※

なお、本工事では広島県産業廃棄物埋立税相当額を含んでいる。

10 建築材料等

国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号。「グリーン(1.4.1)

購入法」という）により、環境負荷を低減できる材料を選定するように努める。

材料の選定に当たっては、揮発性有機化合物の放散による健康への影響に配慮する。

工事に使用する材料は、アスベストを含有しないものとする。

(1) 官公署手続き

　受注者は関係官公署への必要な手続きを代行する。（官公署手続きは監督員の承諾後とする。）

(2) 地元企業及び地場製品の活用 11 特別な材料の工法

　受注者は、地元企業及び地場製品の積極的な活用に努める。

(3) 疑義に対する協議等 12 技能士 工事別 適　用　種　別 工事別 適　用　種　別 (1.5.2)

　設計図書に定められた内容に疑義が生じた場合又は現場の納まり、取り合い等の関係で、設計図書によるこ (1.5.2)

とが困難若しくは不都合が生じた場合は、監督員と協議する。

２． 特記仕様

(1) 章、項目は番号に○印のついたものを適用する。 13 化学物質の濃度測定 受注者は、引渡し前に次の対象物質について室内空気中に含まれる濃度を測定し、 (1.5.9)

(2) 特記事項は ・ 印のついたものを適用する。 (1.5.9) 厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監督員に報告する。

印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。 対象物質・

・ 印と ※ 印のついた場合は共に適用する。 ・ ４項目

(3) 特記事項に記載の（ ）内表示番号は、「建築標準仕様書」の当該項目、当該図又は当該表を示す。 ・ ５項目

(4) 材料および製造所等の記載順序は不同である。 ・ ６項目

３．引渡し後、次に示す点検を行う。（○印のついたものを適用する。）

・ 引渡し後点検（第１次点検）　引渡しの概ね１年後

・ 引渡し後点検（第２次点検）　引渡しの概ね２年後 測定方法

※ 計画書を提出し、監督員の承諾を受ける。

対象室名

適用基準等 ・ 公共住宅建設工事共通仕様書　（令和元年度版） 測定箇所数

・ 建築工事標準詳細図　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（令和４年版）

・ 建築構造設計基準及び同解説　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成２２年版）　　 14 アスベスト含有 処理を行うアスベスト含有成形板の仕様及び部位

アスベ スト 含有 成形 板の仕 様 使 用 部 位・ 建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）建設経済局建設業課・住宅局建築指導課監修 成形板の処理等

・ 建築工事安全施工技術指針　　建設大臣官房官庁営繕部監督課長通達

・ 建築改修標準仕様書　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（令和４年版）

・ 建築基準法、消防法、その他関係法令

・ 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律への対応 ※ 事前に施工調査等により広く確認を行う。

・ 建築物移動等円滑化誘導基準（認定） 安全衛生管理

※ 石綿作業主任者

２ 監理(主任)技術者 受注者は、監理技術者及び主任技術者を建設業法により定め、工事現場内において工事名、

工期、写真、所属会社名及び証明印の入った名札を着用する。

３ 工事実績情報の登録 ※ 受注者は、次表に従い、工事実績情報を登録する。 (1.1.4) ・ 除去作業者

(1.1.4)

　

　 請 負 金 額 工 事 受 注 時 登録内容の変更時 工 事 完 成 時 ・ 表示及び掲示
　 500万円以上 契約後10日以内 変更契約後10日以内 工事完成後10日以内 作業現場の見やすい場所に、石綿則第34条に基づく掲示をする。

変更登録は、工期、技術者等に変更が生じた場合に行う（請負代金のみ変更の場合、登録不要） 除去作業者の呼吸用保護具・保護衣

※ 登録後は速やかに登録されたことを証明する資料を監督員に提出する。 ・ 呼吸用保護具（国家検定合格品 ・ ＲＬ２又はＲＳ２ ・ ）

なお、変更時と工事完成時の間が10日に満たない場合は、変更時の提出を省略できる。（登録要）

分 類 規 格 撮 影 枚 数 提出部数４ 別契約の関連 施工範囲 「工事区分表」による。

Ｌ判程度（カラー） 必要に応じた数工事との調整等 関連工事との調整 着 手 前 １

工 事 中 必要に応じた数 １(1.1.7) ※ 別契約の関連工事受注者が足場などを使用する場合は無償とする。 Ｌ判程度（カラー）

各 室 ４ 面※ 別契約の関連工事受注者と工程を含めた総合的な打合せを定期的に行い、監督員の (1.1.7) Ｌ判程度（カラー）完 成 時 １
調整に協力し、当該工事関係者とともに円滑な施工に努める。 ２Ｌ判程度（カラー） 外 景 ４ 面

着手前・工事中写真 ※ Ａ４判印刷、若しくはＡ４判写真帳

５ 施工管理 受注者は施工管理体制を確立し、品質、工程、安全等の施工管理を行う。 (1.3.1) 完　成　時　写　真 ※ アルバム（Ａ４判程度） ・ 写真帳

(1.3.1) ※ 施工体制台帳（建設業法等に従って作成し、写しを提出する。） (1.1.5) （検査後１４日以内に提出する。）

技術者台帳（施工体制台帳に添付） 原版の提出 する （ ※ 完成時のみ　 ・ 全て） ・ しない

※ 施工体系図（建設業法に基づき、当該現場の見やすい場所に掲示する。） 16 完成時の提出図書

(1.7.1～3) 竣工図 （ ※ 完成図 ・ 承諾図 施工図 ） (1.7.1)

６ 電気保安技術者 ・ 適用する ・ 適用しない (1.3.3) 部

(1.3.3) 部

７ 施工条件 ・ 作業時間は、原則午前８時から午後５時までとし、通学時間帯を考慮すること。 (1.3.5) 一式（竣工図電子データ作成要領による。）

(1.3.5) ・ 日曜日及び祝日に作業を行わないこと。ただし、あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は、 ・ ＣＡＤデータ（媒体（ＣＤ－Ｒ等）、データ形式等は監督員の指示による。） (1.7.2)

この限りではない。 部 (1.7.3)

（一　般） （構造材料） （建　具） （左官関係） （塗装関係）・記号・略号
ＢＭ……ベンチマーク ＵＰ……上がる ＳＲＣ……鉄骨鉄筋コンクリート ＣＢ……コンクリートブロック ＡＤ……アルミ製ドア ＷＷ……木製窓 ＳＬ……鋼製リンググリルシャッター （薄付け仕上塗材） ＳＯＰ…合成樹脂調合ペイント ＥＰ－Ｇ…つや有合成樹脂 ＵＣ……ウレタン樹脂ワニスＳＳ……鋼製シャッター

ＧＬ……基準地盤面 ＤＮ……下がる ＲＣ………鉄筋コンクリート 　Ｓ……鉄（鋼） ＡＷ……アルミ製窓 ＳＴＤ…ステンレス製ドア ＷＧ……木製ガラリ ＳＴＬ…ステンレス製リンググリルシャッター 外装薄塗材Ｅ…外装合成樹脂エマルション系 ＣＬ……クリアラッカー エマルションペイント ＬＥ……ラッカーエナメル塗り

ＦＬ……基準床面 ＰＳ……パイプスペース ＰＣ………プレキャストコンクリート 　Ｗ……木 ＡＧ……アルミ製ガラリ ＳＴＷ…ステンレス製窓 　Ｆ……ふすま ＳＰ……鋼製間仕切 内装薄塗材Ｅ…内装合成樹脂エマルション系 ＮＡＤ…アクリル樹脂系非水分散形塗料 ＥＰ………合成樹脂エマルションペイント ＯＳ……オイルステイン

　Ｗ……内法巾 ＤＳ……ダクトスペース ＡＬＣ……軽量気泡コンクリート ＬＧＳ…軽量形鋼 ＳＤ……鋼製ドア ＳＴＧ…ステンレス製ガラリ ＴＤ……強化ガラス製ドア ＤＰ……耐候性塗料 ＥＰ－Ｔ…合成樹脂エマルション模様塗料 ＷＰ……木材保護塗料

　Ｈ……内法高 ＥＶ……エレベータ ＳＷ……鋼製窓 ＳＴＳ…ステンレス製シャッター ＴＷ……強化ガラス製窓 （厚付け仕上塗材）

ＳＧ……鋼製ガラリ ＷＤ……木製ドア ＡＬ……アルミ製リンググリルシャッター 外装厚塗材Ｅ…外装合成樹脂エマルション系
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施工計画書

情報共有システム

　
コ
　
ン
　
ク
　
リ
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ト
　
工
　
事

６

　
仮
　
設
　
工
　
事

　
鉄
　
筋
　
工
　
事

５

４

３

２

　
地
　
業
　
工
　
事

　
土
　
工
　
事

１． 工事名称

工事場所

用途地域３．

２．

４． 防火地域

工事種別５．

６． 敷地面積

建物概要７．

１）構　造

面　積２） 延べ面積

建築面積

・ 新　築

・ 防火地域 ・

・ 増　築

準防火地域

・

・ 指定なし

：

：

：

：

： ：

：

：

：

：

８． 別途工事 ・ 電気設備工事

給排水衛生設備工事・

・

・ ガス設備工事

空気調和設備工事

・

・

・

・

植栽工事

カーテン取付工事

昇降機設備工事

※

※

※ 本工事は、法定外の労災保険を見込んでいる。

契約締結後１４日以内に実施工程表を提出する。

本工事の工期は設備工事の工期及び工事検査期間としての14日を含んでいる。

１． 共通仕様

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修、公共建築工事

標準仕様書（建築工事編）令和４年版（以下「建築標準仕様書」という。）による。ただし、アスベスト成形

板の処理等は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修、公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和４年版

（以下「建築改修標準仕様書」という。）による。

　電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、それぞれ公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）、

公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）による。

特　　　記　　　事　　　項項章

１
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

・
　
鉄
　
骨
　
工
　
事

８
　
Ｃ
Ｂ
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

各部の配筋

押出成形セメント板の種類等 (8.5.2～5)(表8.5.1～2)

　

防

　

水

　

工

　

事

(9.2.2)(表9.2.1～表9.2.10)

種　　別 施　　工　　場　　所

種　別 厚さ 仕上げ塗料 施　　工　　場　　所

　

種　別 仕上げ塗料 施　　工　　場　　所

種　別 施　　工　　場　　所

１

工事及び完成写真15

速やかに次の図書を提出する。

・ Ａ３判を２つ折りにして製本

・

・ 竣工図電子データ

（電子データ形式等は、監督員の指示による。）

※

次の工事について保証書を提出する

・ ナイロンロープ張り ・ 木製仮囲い ・ 鋼製仮囲い ・ ガードフェンス

・ 設ける （ ㎡程度） ・ 設けない２監督員事務所

工事現場仮囲い

      　　  処分先 ※ 搬出先は、処分状況が確認できるよう、写真撮影を行うとともに、計量伝票等（原本）

を監督員に提出する。

・ 構外指示の場所に処分構内指示の場所に堆積・

※ 構外搬出適切処理（再資源化処理施設へ搬入する） ・ 構内指示の場所に敷きならし (3.2.5)

(3.2.5)

建設発生土の処理２

(3.2.3)

埋戻し及び盛土１

特記仕様書（構造関係）による

特記仕様書（構造関係）による

特記仕様書（構造関係）による

種　別 ・ Ａ　種 ※ Ｂ　種 ・ Ｃ　種 ・ Ｄ　種 （表3.2.1)

・現況確認９

又は(３)手すり先行専用足場方式により行う。

別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(２)手すり据置方式

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの※(2.2.4)

足場その他８ (2.2.4)

・安全対策７

本引込みより引渡しまでの使用料金・光熱水費

引渡しまでの６

※

・ 本引込みより引渡しまでの基本料金 ※ 受注者負担

受注者負担 ・ 別途

別途・

構内既存の施設 ・ 有償で利用できる ・ 無償で利用できる工事用電力５ ・ 利用できない

・ 利用できない

無償で利用できる・

・ 有償で利用できる（副メーター設置等）構内既存の施設工事用水４

(2.3.1)

３ 受注者事務所等 ・ 敷地内へ建てることができる ・ (2.3.1)

(2.3.1)

）（備品等・(2.3.1)

(注)

 (ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,スチレン,エチルベンゼン,パラジクロロベンゼン)

 (ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,スチレン,エチルベンゼン)

 (ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,パラジクロロベンゼン)

　文部科学省の「学校環境衛生の基準」による。(注)

アスベスト含有建材の除去に従事する作業者（以下「除去作業者」という。）は、石綿側に

基づく特別の教育を受けた者とする。

石綿障害予防規則（平成17年厚生労働省令第21号。以下、「石綿則」という。）に基づき、

石綿作業主任者を選定する。なお、石綿作業主任者は、石綿作業主任者技能講習修了者、又は

平成18年3月以前の特定化学物質等作業主任者の有資格者とする。

本工事の施工に当たり、東洋ゴム化工品（株）又はニッタ化工品（株）で製造された製品や材料を

用いる場合には、第三者機関による品質を証明する書類を提出すること。

また（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によって所要の

品質・性能を有することの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は、評価書の写しを監督員に

提出する。

建築材料の製造所、製品及び施工業者などは、特記されたもの又は同等のものとする。ただし、

同等とする場合は、監督員の承諾を受ける。

本工事で発生する建設廃棄物のうち、広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物については、

広島県産業廃棄物埋立税が課税される。

交通誘導員の配置については、実施伝票（原本）および配置状況のわかる立会写真の撮影を行い

監督員に提出する。

上記以外のものはすべて構外に搬出し、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」

（以下「建設リサイクル法」という）、「資源の有効な利用の促進に関する法律」

（以下、「資源有効利用促進法」という）、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」

（以下、「廃棄物処理法」という）その他関係法令等によるほか、建設副産物適正処理推進

要綱に従い適正に処理する。

本工事は登録対象工事であるため、受注者は、施工計画時、工事完了時及び登録情報の変更が

生じた場合は速やかに当該システムにデータの登録を行うものとする。

また、建設リサイクル法に規定する建設資材を搬入（搬出）する場合は、次表により

計画書（実施書）を提出する。なお、これにより難い場合は、監督員と協議する。

登録内容について、あらかじめ監督員の承諾を受けたのちに、次表の期間内に登録申請を行う。

ただし、期間には、土曜日、日曜日、祝日、年末年始の閉庁日を除く。

監理技術者・主任技術者（下請を含む）及び専門技術者の写真、名前、生年月日、所属会社名

を記載する。

提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲する

効率化を図る情報共有システムの対象工事である。

本工事は、インターネットを利用して、受発注者間の情報を電子的に交換・共有することにより、

本工事で利用する情報共有システムは、「広島県工事中情報共有システム」とし、当該サービス

提供者との契約は受注者が行い、利用料を支払うものとする。

運用に当たっては、「福山市発注工事における情報共有システム利用実施要領(建築工事)及び

「情報共有システム利用手引(建築工事)」によるものとする。

漏水の場合等

特記仕様書（構造関係）による

ブロックの種類及び厚さ ※ 空胴ブロック16

・ 空胴ブロック16-W ・ 空洞ブロック08

(8.2.2)(8.3.2)コンクリート１

ブロック

(8.2.2)

(8.3.2～3)

種類・厚さ 適　用　箇　所

表　面　形　状 厚さ(mm) 耐火性能 取付工法の種別

種　　別 施　　工　　場　　所

・※ 図示による (8.3.3)

(8.4.2～7)(表8.4.2～4)ＡＬＣパネルの種類等

種　類 厚さ(mm) 単位荷重(N／m2) 耐火性能 工　法　種　別

ＡＬＣパネル

(8.4.2～7)

２

３ 押出成形

セメント板

(ＥＣＰ)

(8.5.2～5)

アスファルト防水１

(9.2.2)

改質アスファルト

シート防水

(9.3.2～3)

合成高分子系

ルーフィング

シート防水

(9,4.2～4)

２

４ 塗膜防水

(9.5.2～4)

３

５ ケイ酸質系

塗布防水

(9.6.1～3)

漏水試験６ ※屋内については水張り試験を行う。

種類

設置数量 ※製造所の仕様による

※製造所の仕様による

脱気装置（種別Ｘ－１）

箇所・

・

(9.6.1～3)(表9.6.1～2)

(9.5.2～4)(表9.5.1)

(9,4.2～4)(表9.4.1～2)

(9.3.2～3)(表9.3.1～3)

・ 立上り部脱気型

箇所設置数

種類 ・ 平場部脱気型※ 設ける

設けない・

屋根露出防水絶縁工法の脱気装置

※ 乾式保護材 製造所　　　評価名簿による

・種類防水立上り部の保護

　mm・厚さ

種類 ・

※材質 発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ断熱材（JIS A 9521）

屋根露出防水層（断熱工法）の断熱材（オゾン層を破壊する物質を使用しないもの）・

厚さ ・ 　mm

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA（ｽｷﾝ層付き)(JIS A 9521（建築用断熱材))※材質及び種類

屋根保護防水層（断熱工法）の断熱材（オゾン層を破壊する物質を使用しないもの）・

製造所

図示による※

外壁パネル工法における耐風圧性能及び耐震性能 ※ 図示による

ものとする

１

・ 受注者希望型(契約時の請負金額が５００万円以上のものに限る)

 　　工事費には情報共有システムの利用料を見込んでいない。

 　　本システムの利用を希望する受注者は、工事着手までに工事打合せ簿により、監督員にその旨を

   申し出て、本システムを利用するものとする。

　 　その場合の請負金額の変更については、情報共有システムの利用料を共通仮設費に見込むもの

   とし、本システムの利用を確認した後に変更契約を行うものとする。

・ 発注者指定型

　 　共通仮設費として除法共有システムの利用料を見込んでいる。

　 　受注者は、本システムを利用できない特別の事由ある場合は、工事着手までに当該事由を記載し

 　た工事打合せ簿を監督員に提出し、その承諾を得ることで本システムを利用しないことができる。

Ｂ種・

・ Ｅ種Ｄ種・Ｃ種・

・ Ａ種

・ Ｆ種

Ｆ種・

30分

・

・

・

・ 床用

屋根用

間仕切用

外壁用

伸縮目地への耐火目地材の充填 ・ 適用しない・ 適用する

・ 外壁

間仕切壁・

※ フラットパネル

・ デザインパネル(図示)

フラットパネル※

・ デザインパネル(図示)

外壁パネル工法における耐風圧性能及び耐震性能

・Ａ種　・Ｂ種

・Ｂ種　・Ｃ種

７

９

※ C-UI

・ C-UP

工事の着手に先立ち、関係者立会いのうえ図面に基づいて敷地や周辺の状況及び高低差などを

確認する。

・ 防水工事

・ 屋根工事

・ 防錆工事

・ 特殊床工事

・ プール工事

・ 植栽工事 ・ 活着

・ 塗装（通常塗装の場合）

・ プール本体

・ フローリング及び塗装

・ 瓦葺き

・ 折板葺き

・ 長尺金属板葺き

・ 塗膜防水

・ 合成高分子ルーフィング防水

・ 改質アスファルト防水

・ アスファルト防水

・ FRP・ ｱﾙﾐ・ ｽﾃﾝﾚｽ

・

※ その他の仕様は建築改修標準仕様書による。 （建築改修標準仕様書　9.1.5）

・

・

・ その他（ ）

石綿セメントけい酸カルシウム板

石綿スレート

有り・ ・ 無し (1.3.7)

※低騒音型・低振動型建設機械を使用すること（近隣住民の生活環境の保全の必要性がある場合）

Ver.2404

広島県福山市曙町五丁目１６番３号

第一種住居地域

(22条区域)

改 修

㎡

㎡

・ 保全に関する資料

児童の通行に十分に配慮すること

福山市立あけぼの幼稚園園舎解体に伴う植栽移設工事

福山市立あけぼの幼稚園園舎解体に伴う植栽移設工事

正門移設工事



特　記

福山市建設局建築部営繕課
年 月 日設計年月日

種別

図面番号

課長補佐次　長主　務 課　員 営繕課長 建築部長 工　事　名設計者・設計事務所名 図 面 内 容 ・ 縮 尺

2025 一級建築士 第246183号　今川　忠男

一級建築士事務所登録 広島県知事登録 22(1)5553

株式会社今川建築設計
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-
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移 設

章 項 特　　　記　　　事　　　項 章 項 特　　　記　　　事　　　項 章 項 特　　　記　　　事　　　項 章 項 特　　　記　　　事　　　項

６７ シーリング用材料 (表9.7.1) ４ セメントモルタルに ・タイル張りの種類　工法 (表11.2.2) 12 防虫処理 ・行う（ＪＡＳ保存処理の性能区分Ｋ１） ・行わない造作用集成材 (12.2.1.3)「集成材の日本農林規格」による造作用集成材 (12.3.2)

・造作用集成材　　単材の樹種及び厚さ(9.7.2) シーリング材の種類 JIS A5758 よるセラミック 施工箇所 形状（mm） きじ うわぐすり 工法 (12.2.1.3) (12.3.2)
　被　着　体　の　組　合　せ

記　号 主成分による区分 タイル張り ※ 密 着 張 り 13 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造等の 間仕切軸組に用いる木材　　　　　　（・杉　・松　）施工箇所 樹種名 単材の厚さ（mm） 施工箇所 樹種名 単材の厚さ（mm） (12.4.1)

金　属 (11.2.5) ・ 改 良 積 上 げ 張 り 内部間仕切軸組 床組に用いる木材　　　　　　　　　（・杉　・松　・　　　）
壁ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系

コンクリート ・ 改 良 圧 着 張 り 及び床組

金　属 ガラス ＳＲ－１ シ リ コ ー ン 系 ・ ユニットタイル (12.4.1)

(12.5.1)石、タイル ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系 ・ ユニットタイル 14 窓,出入口その他 窓,出入口その他に用いる木材・化粧ばり造作用集成材
床

・仕上げなし ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系 その他のタイル (12.5.1) 吊元枠,水掛りの下枠及び敷居　（・ひのき　　　　・　　　　　　　）見付け材面の品質芯材の樹種名 化粧薄板の樹種名 化粧薄板の厚さ（mm）施　工　箇　所
ＡＬＣ

※仕上げあり ＰＵ－２ ポ リ ウ レ タ ン 系 その他　　　　　　　　 　　　（・松　　・杉　　・　  　　　　　）柱 １等 杉 ※１．０以上(注)1

※ １等押出し成形セメント板 ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系 ５ 接着剤による (11.3.1)(11.3.2) かも居、なげし、廻縁 杉 ※０．６以上

(12.6.1)※ １等樹脂製建具 セラミック 施　工　箇　所 形状（mm） きじ うわぐすり そ　の　他 15 床板張り天井板 杉 ※０．２以上 縁甲板及び上がりがまちに用いる木材 （・ひのき　　・　　　　　　　　　）
ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系

※ １等　 タイル張り (12.6.1)敷居 ※１．５以上

コンクリート (11.3.1～2) 16 壁及び天井下地カウンター － メラミン樹脂化粧板 ※１．０以上 木材　　　　　　　　　　　　　　　 （・杉　　・松　　・　　 　　   　） (12.7.1)

ガラス ＳＲ－１ シ リ コ ー ン 系 (12.7.1)
樹脂製建具

石、タイル ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系 ・化粧ばり構造用集成柱

　

屋

根

及

び

と

い

工

事

(13.2.2～3)仕上げなし ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系 有機質接着剤の種類 (11.3.3) 13 １ 長尺金属板葺 形式 ・ 立て平葺 ・ 心木なし瓦棒葺・ ・ 横葺施　工　箇　所 芯材の樹種名 化粧薄板の樹種名 化粧薄板の厚さ（mm）
ＡＬＣ

・タイプⅠ仕上げあり ＰＵ－２ ポ リ ウ レ タ ン 系 ・タイプⅡ ・その他（　　　） (13.2.2～3) 種類 ・ 塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CGCCR-20-Z25） (表13.2.1)(注)1

押出成形セメント板 ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系 ※ F☆☆☆☆ ・ ・ ポリ塩化ビニル被覆金属板及び金属帯 （Ａ種、ＳＧ）

ガラス ガラス ＳＲ－１ シ リ コ ー ン 系 ・ 塗装溶融亜鉛-５%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CZACCR-20)

石 石 外壁乾式工法の目地 ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系 ※ 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CGLCCR-20-AZ)JISG3322

12上記以外の目地 ＰＳ－２ ポリサルファイド系 １ 適用基準等 ※ 「建築標準仕様書」12.1.1 ：内装の木下地,木造作及び木仕上げの工事 ・
　

木

　

工

　

事

・コンクリート プレキャストコンクリート ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系 木造建築工事標準仕様書（官庁営繕関係統一基準）：軸組工法等の木造建築工事に適用 鋼板の厚さ（mm）

・打継目地 仕上げなし ＰＳ－２ ポリサルファイド系 「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材住宅金融支援機構木造住宅工事仕様書（最新版）の木造躯体工事 一般部 ※　0.4 ・ ・ 谷　部 ※　0.4 ・ ・

ひび割れ 仕上げあり ＰＵ－２ ポ リ ウ レ タ ン 系 ・ 福山市公共建築物等木材利用促進方針 ・造作用集成材　　単材の樹種及び厚さ 建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

見付け材面の品質誘発目地 施工箇所 樹種名 単材の厚さ（mm） 含水率 ※ 図示による ・(注)1

※15％以下石、タイル ＰＳ－２ ポリサルファイド系 ２ 寸法 図面上の寸法は構造材はひき立て寸法、造作材は仕上り寸法とする。 下葺材料　　・アスファルトルーフィング９４０　　・改質アスファルトルーフィング下葺材

※15％以下仕上げなし ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系
ＡＬＣ

※15％以下仕上げあり ＰＵ－２ ポ リ ウ レ タ ン 系 (12.1.4)３ 表面仕上げ 見え掛り面の表面仕上げ ２ 折板葺 材種 ※ 塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CGCCR-20-Z25） (表13.2.1)(注)1

押出し成形 仕上げなし ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系 (12.1.4) 見え掛り面の表面仕上げ程度は、プレーナー加工のうえ、超自動機械かんな、 (13.3.2～3) ・ ポリ塩化ビニル被覆金属板及び金属帯 （Ａ種、ＳＧ）

セメント板 仕上げあり ＰＵ－２ ポ リ ウ レ タ ン 系 サンダー等により、使用箇所、樹種、仕上げ等に適したものとする ・化粧ばり造作用集成材 ・ 塗装溶融亜鉛－５%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CZACCR-20)(注)1

(mm)仕上げなし ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系 施工箇所 見付け材面の品質 芯材の樹種名 化粧薄板の樹種名 化粧薄板の厚さ 含水率 ・ 塗装溶融55%アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)
ＡＬＣ ＡＬＣ

※15％以下仕上げあり ＰＵ－２ ポ リ ウ レ タ ン 系 (12.2.1.ｲ)(表12.2.1)４ 木材の含水率 下地材 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・(注)1

※15％以下押出し成形 押出し成形 仕上げなし ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系 (12.2.1.ｲ) 造作材 ※Ａ種 ・Ｂ種 種類 山高 ㎜ 山のピッチ ㎜ (13.3.2)

※15％以下セメント板 セメント板 仕上げあり ＰＵ－２ ポ リ ウ レ タ ン 系 （ただし、５～８項で含水率が規定されているものは、その規定による） 厚さ ㎜(注)1

浴室、浴槽 形による区分 ※重ね形 ・はぜ締め形 ・かん合形

水回り キッチン、キャビネット回り ＳＲ－１ シ リ コ ー ン 系 ホルムアルデヒドの放散量　　　　※F☆☆☆☆（※１） ・ ・化粧ばり構造用集成柱 タイトフレーム、けらば納めは屋根ふき工法に応じた専門業者の仕様による。

(mm)（注）２洗面、化粧台回り ※１：F☆☆☆☆又はホルムアルデヒド放散量表示がない場合は、 施工箇所 見付け材面の品質 芯材の樹種名 化粧薄板の樹種名 化粧薄板の厚さ 含水率 (13.3.3)建築基準法に基づき定まる耐風圧に対応した工法

※15％以下タイル タイル（伸縮調整目地） 塗装していないものは「非ホルムアルデヒド系接着剤使用」 ※ 図示による ・
ポリサルファイド系ＰＳ－２

※15％以下アルミニウム製建具等の工場シール (注)4 塗装したものは「非ホルムアルデヒド系接着剤及び

※15％以下1. 「仕上げあり」とは、シーリング材表面に仕上塗材、吹付け又は塗装等を行う ホルムアルデヒドを放散しない塗料使用」 とい３ 軒どい ・ (13.5.2)（注）

場合を示す。なお、仕上げを行わない場合は特記による。 化粧加工したものは「非ホルムアルデヒド系接着剤及び (13.5.2) たてどい ・

2. 被着体がＡＬＣパネルの場合に用いるシーリング材は、JIS A 1439（建築用シーリング ホルムアルデヒドを放散しない材料使用」 ７ 造作用単板積層材 「JAS0701」に規定する造作用単板積層材 とい受け金物 ※ 亜鉛めっき ・ ステンレス（ＳＵＳ304）(12.2.1.4)

材の試験方法）に基づく養生後の引張接着性試験における50％引張応力が0.2Ｎ／ｍ㎡ (12.2.1.4) ・単板積層材 足　金　物 ※ 溶融亜鉛めっき ・ ステンレス（ＳＵＳ304）

以下の製品を使用する。 ５ 製材 「製材の日本農林規格」による製材 施　工　箇　所 表面の品質 防虫処理

3. 防かびタイプの１成分形シリコーン系とする。 ・下地用針葉樹製材　　樹種,寸法,等級,形状(耳付材･押角),含水率,保存処理,表面の材質 ４ ルーフドレン 型式（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4. 現場施工のシーリング材と打継が発生する場合の工場シーリング材を示す。 含水率 保存処理 表面の材質 ※ 打込み ・ 後付け施工箇所 樹種 寸法 等級 形状

(耳付材･押角）5. 異種シーリング材が接する場合は、監督員と協議する。
・１級　※２級 ・　％以下6. 外壁壁タイル接着剤張りにおける伸縮調整目地は、11.3.4(ｲ)による。 ５ 鋼管製といの防露 防露巻き仕様 ・「JAS0701」に規定するもの以外の造作用単板積層材
・１級　※２級 ・　％以下 巻工法 防露部・単板積層材

・　％以下・１級　※２級 (13.5.2.3)含水率 高さ（mm） 床 ※１５０施　工　箇　所 表面の品質 防虫処理
・　％以下・１級　※２級 ※14％以下８ シーリング材の試験 接着性試験 ※ 簡易接着性試験 ・ 引張接着性試験 (9.7.5) (13.5.3) 天井 ※　３０

※14％以下(9.7.5) 防露材 防露材のホルムアルデヒドの放散量 (13.5.2.3)(表13.5.3)

※　F☆☆☆☆ ・　

・造作用針葉樹製材　　樹種,寸法,等級,形状(板類･角類),含水率,保存処理,材面の品質 ８ 直交集成材 「JAS 3079」に規定する直交集成板 屋内見え掛りの場合 (13.5.3)

・石材の品質10 １ 天然石 床 ※２等品 ・ (10.2.1) 含水率 保存処理 表面の材質 (12.2.1.5) ※屋内床：ステンレス鋼板幅木（厚0.2mm）、天井取合い部：廻り縁施工箇所 樹種 寸法 等級 形状 ・直交集成材

(板類･角類）
　

石

　

工

　

事

(10.2.1～2) その他 ※１等品 ・ 樹種名 寸法品名 種別曲げ強度（強度等級） 接着性能（使用環境） 防露を行わない場合
・無節 ※上小節 ・　％以下・石材の種類及び表面仕上げ (10.2.1)(10.2.2) ※ステンレス製シーリングプレートを取り付ける（床、天井共）
・小節厚さ施工箇所 種類・産地・名称 仕上げの種類 工　法
・無節 ※上小節 ・　％以下・ 14 ・ (14.1.3)９ 合板等 「合板の日本農林規格」による下地用合板

　

金

　

属

　

工

　

事

１ あと施工アンカー 引抜き耐力の確認試験 ※ 引張試験機による試験
・小節 ・普通合板 設計用基準強度 N／本・ (12.2.1.6) (14.1.3)
・無節 ※上小節 ・　％以下・ 接着の程度　 表面の品質　厚さ（㎜）
・小節・ ２ ステンレス※５．５ ※１類　　　　・２類 ・１等　　　※２等
・無節 ※上小節 ・　％以下建築基準法に基づき定められた風速（Ｖ0）及び建築基準法に基づき定められた地表面粗度区分 種　　類 表面仕上げの種類 施　　工　　箇　　所・
・小節※図示による ・適用しない ・ＳＵＳ304 ※ＨＬ（ＪＩＳ）・構造用合板

・ＳＵＳ304 ・鏡面接着の程度　 表面の品質　厚さ（㎜）

　２ 取付け金物 乾式工法用金物式 ・スライド方式 ・ロッキング方式 (10.2.2)(表10.2.4) ・ ・※１２ ・特類　　　　※１類 ※Ｃ－Ｄ
・広葉樹製材　　樹種,寸法,等級,含水率,保存処理,材面の品質 　(10.2.2) ・

含水率 保存処理 表面の材質施工箇所 樹種 寸法 等級 (14.2.1)(表14.2.1)３ その他の材料 ・石裏面処理材 （ ） (10.2.3) ３ アルミニウム及び
※10％以下・特等 ※１等 ・２等 その他合板(10.2.3) ・裏打ち処理材 （ ） アルミニウム合金 表面処理の種別 施　　　工　　　箇　　　所
※10％以下・特等 ※１等 ・２等・ドレンパイプの材質 （ ） ・「JIS A 5908」によるパーティクルボード (14.2.1) ・
※10％以下・特等 ※１等 ・２等・金物固定充填材料 （ ） ・耐水性 曲げ強さ厚さ（㎜）
※10％以下・特等 ※１等 ・２等・浸透性吸水防止剤　　　※図示による ・※１５ ・18ﾀｲﾌﾟ　※13ﾀｲﾌﾟ　・8ﾀｲﾌﾟ・Ｍﾀｲﾌﾟ　　　・Ｐﾀｲﾌﾟ

　　　　　　　　　　　　　・専門工事業者の指定する製品とし、実績等の資料を監督員に提出する 皮膜の品質試験 ・行う ※行わない（試験成績書の提出）・
「製材の日本農林規格」以外による製材１11 伸縮調整目地及び ・外壁の伸縮調整目地 (11.1.3)

・「JAS 0360」による構造用パネル・下地,造作及び仕上げに用いる製材　　樹種,寸法,材面の品質,防虫処理,含水率 (14.2.2)(表14.2.2)
　

タ

　

イ

　

ル

　

工

　

事

ひび割れ誘発目地 ・図示による ※表11.1.1による。 ４ 鉄鋼の亜鉛めっき
寸　法厚さ（㎜）含水率寸法施工箇所 樹種 材面の品質 防虫処理(11.1.3) ※ 下地ひび割れ誘発目地、打継ぎ目地、構造スリットの位置及び他部材との取合い部には、 (14.2.2) 種　別 施工箇所 種　別 施工箇所

・　％以下伸縮調整目地を設ける。
　・　％以下

・　％以下２ 施工後の確認及び ※　打診による確認 (11.1.7) ・「JIS A 5905」によるミディアムデンシティファイバーボード（MDF）
・　％以下 (14.4.2)(表14.4.1)耐水性 曲げ強さ試験 ※屋外のタイル張り及び吹抜け部分 ・（　　　　　　　） ５ 軽量鉄骨天井下地 野緑などの種類（ＪＩＳ Ａ 6517）厚さ（㎜）

・造作材の材面の品質 ※Ａ種 ・Ｂ種 (表12.2.2) 屋外 ・19形 ※25形(11.1.7) (14.4.2) 屋内 ※19形 ・25形

　・　引張接着試験 ※行う ・行わない (14.4.4.8) ・天井のふところが1.5m以上の補強　　　　　　 (14.4.4.8)
樹種 適用箇所 仕　様 適用箇所 仕　様

区分 樹種３ セラミック タイルの種類 ※標準色 ・特注色 (11.1.2～1.4) 10 接合具等 　釘 湿潤状態となる場所　　※ステンレス製 (12.2.2.1)
下地材タイル張り 役物使用箇所 ※各部の形状は図示による (12.2.2.1～3) それ以外の場所　　　　※表面処理された鉄製

・杉　・松　・（　　　）壁・天井下地(11.1.2～4) 内　装 出隅 天端 （標準一体成型品以外は接着成型品とする） 　木ねじ　　　　※ステンレス　　　　　　・　
畳下・下張り用床板等(11.2～3.7) 外　装 出隅、窓台、マグサ 　諸金物　　　　※亜鉛めっき品　　　　　・　・ (12.2.2.2) ・耐震性を考慮した補強 (14.4.4.8)
造作材 ・杉　・松　・ひのき　・（　　　） 仕　様タイルの試験張り ※行わない ・行う（　　　　　　　　　　　　　　　） 　接着剤 ホルムアルデヒドの放散量 ※　F☆☆☆☆ (12.2.2.3) 仕　様適用箇所 適用箇所

タイルの見本焼き ※行わない ・行う（　　　　　　　　　　　　　　　）

11 防腐･防蟻処理 ・防腐,防蟻処理が不要な樹種による製材 (12.3.1)

・下地コンクリート素地面 (11．2～3．7) (12.3.1) 　適用部位 （ ）

適用タイル 躯　体　表　面 下地モルタル塗り 工　　法 (12.3.1.ｱ～ｴ) ・薬剤の加圧注入による防腐･防蟻処理 (12.3.1.ｱ) ・屋外における耐風圧性を考慮した補強 (14.4.4.8)

仕　様・小口タイル ・ＭＣＲ工法 ※ポリマーセメント ※密着工法 仕　様適用箇所 適用箇所適用部位 保存処理性能区分

・二丁掛タイル ・目荒し工法 ・モルタル下塗り ・改良圧着張り ・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

　（高圧水洗） ・行わない ・接着剤張り

ＭＣＲ工法 ・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理 ・特定天井(12.3.1.ｲ)

ＭＣＲ工法の仕様はシート製造所若しくは販売店の仕様による。 適応箇所、仕様 ※図示による適用部位 処理の方法

施工箇所の躯体の増打ちは、図示による。 ※特記なき場合は、薬剤の製造所の仕様による。

　目荒し工法 スタッド、ランナーの種類（ＪＩＳ Ａ 6517） (14.5.3)(表14.5.1)６ 軽量鉄骨壁下地

高圧水洗による目荒しは、５０Ｎ／ｍ㎡の水圧で２．５分／㎡とし、仕上り面の程度 (14.5.3) ・50形 ・65形 ・90形 ・100形

は監督員の承諾を受ける。 ・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理 (12.3.1.ｳ)

施工箇所の躯体の増打ちは、図示による。 　適用部位 （ ）

ポリマーセメントモルタルの調合は、15.2.3(4)による。 ・合板等の加圧注入による防腐･防蟻処理 (12.3.1.ｴ)

　保存処理性能区分　・Ｋ３　・（　　　　　）

特記仕様書（２）
Ａ-３

Ver.2404

福山市立あけぼの幼稚園園舎解体に伴う植栽移設工事
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特　記

福山市建設局建築部営繕課
年 月 日設計年月日

種別

図面番号

課長補佐次　長主　務 課　員 営繕課長 建築部長 工　事　名設計者・設計事務所名 図 面 内 容 ・ 縮 尺

2025 一級建築士 第246183号　今川　忠男

一級建築士事務所登録 広島県知事登録 22(1)5553

株式会社今川建築設計

9

-

30

移 設

特記仕様書（３）
Ａ-４

ガラス繊維入り合成樹脂製・

11 自動ドア開閉装置 戸の開閉方式 ・図示による　　・　　 ４ 錆止め塗料塗り 種別 (18.3.2)(18.3.3)(表18.3.1～表18.3.4)(16.9.2)
(18.3.2)(18.3.3)(16.9.2) 自動ドア開閉装置の性能 下地面等 錆止め塗料の種別 工程の種別(16.9.2)

　駆動装置の性能　※引き戸用駆動装置の場合、標準仕様書表16.9.1による　・　 鉄鋼面 Ａ種 ※Ａ種 ・Ｂ種ＳＯＰ見え掛り部分
　　防錆の適用　・適用する　　・適用しない　

ＤＰ １回目Ｃ種　２、３回目Ｄ種 標準仕様書　表18.3.4
　車椅子使用者用便房出入口の引き戸用駆動装置の性能　※標準仕様書表16.9.1による　・　

ＥＰ－Ｇ ・Ａ種 ※Ｂ種 ※Ａ種 ・Ｂ種　　防錆の適用　・適用する　　・適用しない　
Ａ種 ※Ａ種 ・Ｂ種ＳＯＰ見え隠れ部分検出装置の性能

ＤＰ １回目Ｃ種　２、３回目Ｄ種 標準仕様書　表18.3.4　　※引き戸用検出装置の性能は標準仕様書表16.9.3による　・　
　　防錆の適用　・適用する　　・適用しない　 ＥＰ－Ｇ ・Ａ種 ※Ｂ種 ※Ａ種 ・Ｂ種
引き戸用検出装置の種類　標準仕様書表16.9.4による (16.9.2) 亜鉛めっき ※Ａ種 ・Ｂ種 ※Ａ種 ・Ｂ種ＳＯＰ鋼製建具等
　種類・光線(反射)センサー　・熱線センサー　・音波センサー　・光電センサー　・電波センサー

ＤＰ鋼面 標準仕様書　表18.3.6Ｂ種
　　　・タッチスイッチ(・無線式タッチスイッチ　・光電式タッチスイッチ)　・押しボタンスイッチ

ＥＰ－Ｇ Ｃ種 ※Ａ種 ・Ｂ種　　　・車椅子使用者便房スイッチ(・大形(開・閉)押しボタンスイッチ　　・非接触スイッチ)
・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ａ種 ※Ｂ種ＳＯＰ凍結防止措置　　・適用する　　・適用しない (16.9.2) 鋼製建具以外

Ａ種ＤＰ 標準仕様書　表18.3.612 自閉式上吊り 性能 ※ 標準仕様書　表16.10.1による　・図示による (16.10.3)
ＥＰ－Ｇ Ｃ種 ・Ａ種 ※Ｂ種引戸装置 (16.10.3)

13 重量シャッター シャッターの種類 管理用シャッター ・ 外壁用防火シャッター (16.11.2)・
(16.11.2～3) ５ 塗装 種別 (18.4.1～18.12.2)(表18.4.1～表18.12.1)屋内用防火シャッター ・ 防煙シャッター・

(18.4.1～18.12.2)
外壁開口部に設ける重量シャッター　　耐風圧強度(　　　)pa

塗装 種別
開閉方式の種類 ※ 電動式（手動併用） ・ 手動式 (表16.11.1) ・合成樹脂調合ペイント塗(SOP) 木部屋外 ※Ａ種 ・Ｂ種
防火・防煙シャッターは、自動閉鎖機構及び随時閉鎖機構付とし、連動制御盤及び煙感知器は別途 木部屋内 ・Ａ種 ※Ｂ種
とする。 鉄鋼面 ・Ａ種 ※Ｂ種
安全装置の設置箇所 亜鉛めっき鋼面 標準仕様書　表18.4.3

・クリアラッカー塗り(CL) ・Ａ種 ※Ｂ種安全装置 設置箇所

・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD) ・Ａ種 ※Ｂ種・図示による・急降下制動装置　・急降下停止装置
・耐候性塗料塗り(DP) 鉄鋼面 標準仕様書　表18.7.1・図示による・障害物感知装置

亜鉛めっき鋼面 標準仕様書　表18.7.2・図示による・危害防止機構
コンクリート面及び押出成形 ・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

管理用シャッターのシャッターケース ・ 設ける ・ 設けない (16.11.2)
セメント板面

スラット及びシャッターケース用鋼板 (16.11.3)
・つや有合成樹脂エマルション コンクリート面、 ・Ａ種 ※Ｂ種　鋼板の種類　　　　・JIS G3302(溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)
　ペイント塗り(EP-G) モルタル面等　　　　　　　　　　・JIS G3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)

木部 標準仕様書　表18.8.2　めっきの付着量　　※Z12又はF12　　　・　　　

ステンレス鋼板の種類　　※SUS304、SUSJ1L又はSUS443J1　　・　　　 (16.11.3)(表16.12.1） 屋内の鉄鋼面 ・Ａ種 ※Ｂ種

亜鉛めっき鋼面 標準仕様書　表18.8.4
14 軽量シャッター 開閉形式 ・ 電動式（手動併用） ※ 手動式 (16.12.2)(表16.12.1) ・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) ・Ａ種 ※Ｂ種

(16.12.2～4) 耐風圧強度　　(　　　)pa (16.12.2)
・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) ・Ａ種 ※Ｂ種

電動式の場合の安全装置
・ステイン塗り ・ピグメントステイン塗り ―

安全装置 設置箇所 ・オイルステイン塗り(OS) ―

・障害物感知装置 ・木材保護塗料塗り(WP) 屋外 ・Ａ種 ※Ｂ種

スラットの材質の種類 (16.12.3)
塗料の種類等 (表18.5.1）

　・JIS G3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)　　めっき付着量　　※Z06又はF06　　・　　
　クリアラッカー塗り(CL)

　・JIS G3322(塗装溶融亜鉛55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯)
　　種別がＡ種の場合における、標準仕様書　表18.5.1の工程2　　・塗料の種類(　　　)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 めっきの付着量　　※AZ90　　　・　　　
　耐候性塗料塗り(DP) (表18.7.2）
　　上塗り塗料の等級　　鉄鋼面　　(　　　)級　　　亜鉛めっき鋼面(　　　)級スラットの種類 ・ インターロッキング形 (16.12.4)
　ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) (表18.10.1）・ オーバーラッピング形
　　標準仕様書　表8.10.1の工程１の着色　　・適用する

15 　オイルステイン塗り(OS)の仕様ガラス ガラスの種類、厚さの組合せ、品質等 (16.14.2) (表18.11.2）
　　・図示による(16.14.2～3) ※ 図示による ・

(16.14.2)(16.14.3)(表9.7.1)ガラス留め材
19 １ 接着剤等 接着剤のホルムアルデヒド放散量 (19.2.2)(19.3.2)(19.5.4)(19.5.5)(19.7.2)(19.9.3)

建具の種類 材　種 (19.2.2)(19.3.2) ※ F☆☆☆☆ ・
鋼製及び鋼製軽量 ・ シーリング材 ・

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の (19.2.2)(表19.2.2)
アルミニウム製 ・ ガスケット（注） ・ シーリング材 ・

　
内
　
装
　
工
　
事

ゴム床タイル用接着剤の主成分による区分　　・図示による　　　・　　　　
ステンレス製 ・ シーリング材 ・ 下地の施工 (19.2.3)
樹脂製 ・ ガスケット ・ 　標準仕様書19.2.3(1)(ｱ)～(ｳ)以外の下地の工法　　・図示による　　　・　

防火戸のガラス留め材は認定を受けた条件による。
２ ビニル床シート ・ ビニル床シート (19.2.2～3)（注）外部に面する複層ガラス、合わせガラス、網入り板ガラス、線入り板ガラスを除く

ビニル床タイル 種　　　類 記　号 色　柄 厚さ（mm） 特殊機能 工　法ガラス溝の大きさ (図16.14.1)
(19.2.2～3) ※ 発泡層のないもの ※ ＦＳ ※ プレーン ※ 2 ・ 帯電防止 ・ 突付け※ 建具の製造所の仕様による　　　・　　　

・ ・ ・ マーブル ・ 2.5 ・ 耐動荷重 ※ 熱溶接

・ 特殊柄 ・ 防滑性

・ ビニル床タイル (19.2.2)
　
カー

テ
ン
ウ
ォー

ル
工
事

17 １ カーテンウォール (17.1.3)(17.2.2～6)(17.3.2～6)
記　号 色柄 厚さ（mm） 特殊機能 寸法 備考(17.1.3) ※ 建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた

・ ※ 標準柄 ・ 帯電防止 ※ 図示によるＴＴ ※ 2 ・ 3耐風圧性 風圧力に対して安全を確認したもの。
・ 特殊柄 ・ 防滑性ＦＴ・・ 正圧　　Ｎ/㎡以上、負圧　　Ｎ/㎡以上に対して安全なもの

耐

震

性

ＫＴ※水平方向に対する地震力係数 ※ 1.0
4以上・ ＦＯＡ ※ 標準柄 ・ 帯電防止 ※ 図示による・鉛直方向に対する地震力係数 ※ 0.5

・ ＦＯＢ ・ 特殊柄 ・ 防滑性・ 4未満Ｓ造 ※ 1/200以上
層間変位追従性

ＲＣ、ＳＲＣ造 ※ 1/300以上
・ 特殊機能床材 (19.2.2)・ 水密性 ・ Ｗ－４ ・ Ｗ－５ ・

種　　類 厚さ（mm） 形状、寸法、性能等・ 気密性 ・ Ａ－３ ・ Ａ－４ ・
・ 視覚障害者用・ 耐火性

床タイル・ 耐温度差性

・ 遮音性 ・Ｔ－１ ・Ｔ－２ ・ Ｔ－３ ・ Ｔ－４
・ ビニル幅木 (19.2.2)・ 断熱性

厚さ（mm） 高　さ（mm） 種　類 色　柄
性能の確認方法及び判定方法　　※性能の確認及び判定方法が確認できる適切な資料　　　・　　

※ 1.5以上 ・ ※ 60 ・ 75 ・ 100 ※ 軟質 ・ 硬質 ※ 標準柄その他の性能 ・ 図示による

種類 ・ メタルカーテンウォール
・ ゴム床タイル (19.2.2)

金属材料その他の材料 ※ 図示による
種　　類 厚さ（mm） 形状、寸法、性能等

・ ＰＣカーテンウォール
・ 単層品

製作所
積層品・

　
塗
　
装
　
工
　
事

１ 材料 (18.1.3)※ F☆☆☆☆屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 ・ ３ カーペット敷き ・ タイルカーペット (19.3.2)(19.3.3)
(18.1.3) 防火材料 (19.3.2)(19.3.3) 種　別 パイル形状 寸法（mm） 総厚さ（mm） 色　柄 敷き方

・屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。　
※ 一種 ※ ループパイル ※ 500×500 ※ ６．５ ・ 無地 平場　※市松敷き・模様流し

・次の箇所を除き防火材料とする（箇所：　　　　）　
階段　・市松敷き※模様流し・ ・ カットパイル ・ ・ ・ 柄物

２ 塗装面の確認等 工事現場塗装 ※ 使用量から単位面積当たり塗付け量を推定 (18.1.7)
製造所及び製品名

(18.1.7) 工場塗装 ※ 適切な測定器具により膜厚を確認
(19.3.2)(表19.3.1)・ 織じゅうたん　　　・図示による　　・　　

(19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)・タフデットカーペット　　　・図示による　　　・ 
３ 種別 (18.2.2～7)(表18.2.1～18.2.7)素地ごしらえ

４ 合成樹脂塗床 ・ 厚膜型塗床材 (19.4.2)(19.4.3)(表19.4.1～表19.4.8)(18.2.2～7) 下地面等 種別 (19.4.2)(19.4.3) 塗床の種類 仕上げの種類
不透明塗料塗り ※ Ａ種 ・ Ｂ種

木部 ・ 弾性ウレタン樹脂系塗床 ※ 平滑仕上げ ・ 防滑仕上げ
・透明塗料塗り Ａ種 ※ Ｂ種

・ つや消し仕上げ
ＤＰ塗り ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種

・ エポキシ樹脂系塗床 ・ 薄膜流しのべ工法 ・ 厚膜流しのべ工法 ・平滑仕上げ鉄鋼面
上記以外 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ※ Ｃ種

・ 樹脂モルタル工法 ・ ・防滑仕上げ
・ Ａ種 Ｂ種・亜鉛めっき鋼面

・モルタル面及びせっこうプラスター面 Ａ種 Ｂ種※
・ 薄膜型塗床材

・ ※コンクリート面（ＤＰ以外)及びＡＬＣパネル面 Ａ種 Ｂ種
塗床の種類 仕上げの種類

※ ・コンクリート面（ＤＰ）の場合 Ａ種 Ｂ種
※ エポキシ樹脂系塗床 ※ 平滑仕上げ

・ ※押出成形セメント板面 Ａ種 Ｂ種
※ 合成樹脂塗床材のホルムアルデヒド発散量

※ ・せっこうボード面 目地：継目処理工法 Ａ種 Ｂ種
※ F☆☆☆☆ ・

・ ※及びその他ボード面 目地：継目処理工法以外 Ａ種 Ｂ種

16
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(14.6.2～3) ・木下地７ 金属成形板張り

(14.6.2～3) 種　　別 アルミスパンドレル（既製品） 性能項目
耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法

製　　　　　法 ・押出し形材 ・板曲げ 種　別

※ Ｓ－２ ※ Ａ－３ ※ Ｗ－３ （　　　㎜）板幅 ・ Ｄ種
寸　　　法（mm)

※ Ｓ－３ ※ Ａ－３ ※ Ｗ－３ （　　　㎜）板厚 ・ Ｅ種

耐風圧性は取付高さに適応したものとする。
形　　　　　状

表　面　処　理 表　面　処　理 ・外部 ・ Ｂ－１種 ・

Ｃ－１種伸　縮　継　手 ※設けない ・設ける（場所は図示） ・内部 ・ ・

着色の色合 ・ アンバー ・ ブロンズ ・ ブラック系 ・ステンカラー

・ 防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級 ※ 図示による ・

(14.7.2～3)(表14.7.1)※押出形材 ・曲げ材 ・ 断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級 ※ 図示による ・８ アルミニウム製笠木

部材の種類 ・250形　（呼称肉厚は1.6以上）(14.7.2～3)

・300形　（呼称肉厚は1.8以上） 表面処理 (16.2.4)
・350形　（呼称肉厚は2.0以上） (表14.2.1)　外部に面する建具　　種別　・BB-1種　・BB-2種

　　　　　　　　　　　着色　・標準色　・特注色表面処理 種別（　　　　）種 ・
(表14.2.1)　屋内の建具　　　　　種別　・BC-1種　・BC-2種笠木等の固定金具の工法等

　　　　　　　　　　　着色　・標準色　・特注色
　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

ステンレス鋼板の種類　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・　　 (16.2.3)(16.6.3)
※ 図示による ・

ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　 (16.2.4)(16.4.4)

結露水の処理方法　　※図示による　　・　　 (16.2.4)

水切り板、ぜん板　　※図示による　　・　　 (16.2.5)
15
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１ ラス系下地 ※図示による。 (15.2.4) 木下地の内付け建具　　・適用する（建具の製造所の仕様）　　・適用しない　　 (16.2.5)
(15.2.4)

２ せっこうボード、 材料 (15.2.5) ４ 網戸 防虫網 ※ 合成樹脂製 ・ ステンレス製 (16.2.3)
その他のボード下地 せっこうボード、せっこうラスボード及び木質系セメント板の種類及び厚さ (16.2.3) 　線径　　　※0.25mm以上　　　・　　
(15.2.5) 　せっこうボード　　　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm） 　網目　　　※16～18メッシュ　　　　・　　

　せっこうラスボード　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm） 防鳥網 ・ ステンレス製　径1.5㎜　ピッチ15㎜
　木質系セメント板　　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）

５ 樹脂製建具 性能及び構造 (16.3.2～16.3.4)(表16.3.1)(表16.3.2)
３ こまい下地 建築基準法に基づく耐力壁の指定　　　・なし　　　・あり (15.2.6)

(16.3.2～16.3.5)(15.2.6) 外部に面する樹脂製建具の性能等級
(15.2.7)４ 木ずり下地 材料

・コンクリート系下地及び鉄骨下地
(15.2.7) 木ずり用小幅板の材種　　　※杉（心去り材）　　　・　　

性能項目
耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法５ モルタル塗り 材料 (15.3.2)

種　別(15.3.2～5) モルタル
・ Ａ種 Ｓ－４ Ｗ－４

・現場調合材料　　　・既調合材料
Ｓ－５・ Ｂ種 Ａ－４

Ｗ－５吸水調整材の品質 ※表15.3.2による
・ Ｃ種 Ｓ－６

既製目地材 ・使用しない ・使用する
・木下地

形状、寸法 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
性能項目

耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法床目地 ・設ける（工法　※押し目地　　・　　　　） ・設けない (15.3.5)
種　別

外装タイル張り下地等の下地モルタルの接着力試験 ・行う ・行わない
・ Ｄ種 Ｓ－２

Ａ－４ Ｗ－３ （　　　㎜）６ セルフレベリング (15.5.2)(表15.5.1)
Ｓ－３・ Ｅ種

材塗り 種　類 厚さ（mm） 施工箇所

(15.5.2) ・セメント系 ※　10 ・
・ 防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級 ※ 図示による ・

・せっこう系 ※　10 ・
・ 断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級 ※ 図示による ・

外部に面する建具の日射熱取得性の等級 ・
７ 材料 (15.6.2.1)仕上塗材仕上げ ガラス　　※複層ガラス　・　　　　　・　　 (16.3.3)

(15.6.2) 内装仕上げに用いる塗材のホルムアルデヒド放散量 ※　F☆☆☆☆　　・　　

表面色　　・標準色　・特注色　　 (16.3.4)
・ 薄付け仕上塗材 (15.6.2)(表15.6.1) 水切り板、ぜん板　　・図示による　　・　　 (16.3.5)(16.2.5)

木下地の内付け建具　・適用する（建具の製造所の仕様）　・適用しない　　 (16.3.5)(16.2.5)種　類 仕上げの形状 工　法 吸放湿性
(19.5.4)(19.5.5)・外装薄塗材Ｅ ・砂壁状 ・吹付け

６ 鋼製建具 ・ 簡易気密型ドアセット 気密性、水密性の等級 ・ 標準仕様書　表16.4.1よる (16.4.2) (19.7.2)(19.9.3)
・

・ 建具表による(16.4.2～6)
・内装薄塗材Ｅ ・砂壁状じゅらく ・吹付け ・適用する

外部に面する建具の耐風圧性 ※ Ｓ－４ ・ Ｓ－５ ・ Ｓ－６ (表16.2.1)
・適用しない

・ 防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級 ※ 図示による ・
・可とう形外装薄塗材Ｅ ・砂壁状 ・吹付け

・ 断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級 ※ 図示による ・
・ ・ ・

・ 耐震ドアセット、面内変形追従性の等級 ※ 図示による ・

ステンレス鋼板の種類　※SUS304、SUS430J1LJ1L又はSUS443J1　　・　　 (16.4.3)(16.6.3)
・厚付け仕上塗材 (15.6.2)(表15.6.1)

点検口の類のくつずりの材料　　・　　　　　　 (16.4.3)
種　類 仕上げの形状 工　法 吸放湿性 上塗材 鋼板類の厚さ (W)以下の場合 ※ 表16.4.2による ・ (16.4.4)

・外装厚塗材Ｅ ・吹放し ・吹付け ・行う (W)を超える場合 ※ 図示による ・
・凸部処理 ・行わない (W)１枚の戸の有効開口幅950㎜又は有効高さが2,400㎜

・内装厚塗材Ｅ ・吹放し ・吹付け ・適用する ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　 (16.4.4)
標準型鋼製建具の有効内法寸法(表16.4.5による。)　 (16.4.6)・凸部処理 ・適用しない

(17.2.2～6)・適用する(建具符号、形式及び寸法は建具表による。)　
・ ・ ・

(17.3.2～6)７ 鋼製軽量建具 ・ 簡易気密型ドアセット 気密性の等級 ・ Ａ－３ (16.5.2)

・ 建具表による。(16.5.2～6)
・複層仕上塗材 (15.6.2)(表15.6.1)

・ 防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級 ※ 図示による ・
種　類 仕上げの形状 工法 上塗材

・ 断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級 ※ 図示による ・
・複層塗材Ｅ ・凹凸状 ※吹付け ※水系 ※ｱｸﾘﾙ系 ※つやあり

・ 耐震ドアセット、面内変形追従性の等級 ※ 図示による ・
・複層塗材ＣＥ ・凸部処理 ・ﾛｰﾗｰ ・溶剤系 ・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系 ・つやなし

・鋼板 鋼板（16.5.3.1.ｱ） ・ ビニル被膜鋼板 ・ カラー鋼板 ・ ステンレス鋼板 (16.5.3)
・可とう形複層塗材ＣＥ ・ゆず肌状 ・弱溶剤系 ・ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系 ・ﾒﾀﾘｯｸ

召合せ、縦小口包み板、押縁 ・ (16.5.3)※ 鋼板（16.5.3.1.ｱ）
・複層塗材Ｓｉ ・ふっ素系

鋼板類の厚さ (W)以下の場合 ※ 表16.5.1による (16.5.4)・・複層塗材ＲＥ ・ｼﾘｶ系
(W)を超える場合 ※ 図示による ・・ ・ ・ ・ ・ ・

(W)１枚の戸の有効開口幅950㎜又は有効高さが2,400㎜
複層仕上塗材の耐候性 ※耐候形３種 ・ (15.6.2) (16.5.4)ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　 (16.4.4)

標準型鋼製軽量建具の有効内法寸法(表16.4.5による。)　 (16.5.6)
・適用する(建具符号、形式及び寸法は建具表による。)　・軽量骨材仕上塗材 (15.6.2)(表15.6.1)

種　類 仕上げの形状 工　法
８ ステンレス製建具 耐風圧性等級、気密性等級、水密性等級　　　　・建具表による　　・　　 (16.6.2)・吹付用軽量塗材 ・砂壁状 ・吹付け

(16.6.2～5) 外部に面する建具の耐風圧性 ※ Ｓ－４ ・ Ｓ－５ ・ Ｓ－６ (表16.2.1)(16.6.2)・こて塗用軽量塗材 ・平たん状 ・こて塗り
・ 防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級 ※ 図示による ・

・ 断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級 ※ 図示による ・８ マスチック塗材塗り 種別 ・Ａ種 ・Ｂ種 (15.7.2)
・ 耐震ドアセット、面内変形追従性の等級 ※ 図示による ・(15.7.2)

ステンレス鋼板 ※ SUS304、SUS430J1LJ1L又はSUS443J1　　・　　 (16.6.3)
※図示による９ しっくい塗り (15.10.1)(15.10.2)(15.10.3)(15.10.4)(表15.10.1～表15.10.5)

表面の仕上げ ※ ＨＬ ・ (16.6.4)(15.11.2～5)(15.11.7～8)(表15.11.9)10 こまい壁塗り ※図示による
(16.6.4)ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　 (16.4.4)

ステンレス鋼板の曲げ加工 ※ 普通曲げ　　・角出し曲げ　 (16.6.5)11 ロックウール吹付け ロックウールのホルムアルデヒド放散量 ※　F☆☆☆☆ ・ (15.12.2)
(15.12.2) 接着剤のホルムアルデヒド放散量 ※　F☆☆☆☆ ・ ９ 木製建具 建具材の含水率 ※ Ａ種 ・ Ｂ種 （16.7.2）(表16.7.1)

仕上げ吹付け厚さ(mm) ・　図示による ・　25mm 接着材のホルムアルデヒド放散量 ※ Ｆ☆☆☆☆　　・　　 (16.7.2)（16.7.2～4）
枠、くつずりの材料　　　　・建具表による　　・　　 (16.7.2)

（16.7.2）(表16.7.2)・フラッシュ戸　表面材の合板の種類16
　
建
　
具
　
工
　
事

１ 防火戸の指定 ※ 図示による (16.1.3)
　・普通合板　・天然木化粧合板　・特殊加工化粧合板　　(接着の程度、板面の品質は16.7.2による)(16.1.3)
　・ＭＤＦ（表裏面の状態、曲げ強さ、接着材、難燃性による区分は図示による。）

２ 見本の製作等 建具見本の製作 ・ 製作する（図示） ※ 製作しない (16.1.4)
　表面材の材料のホルムアルデヒド放散量　※標準仕様書16.7.2(ｲ)(a)による　　・　　

(16.1.4) 特殊な建具の仮組 ・ 行う（図示） 行わない※ 　表面板の厚さ　　※標準仕様書表16.7.6による　　・　　 (16.7.3)
　引戸の定規縁　　・召し合わせかまちをいんろう付きとする　　・　　建具の製作所 ※ 監督員の承諾する製作所 (16.7.4)

（16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)・かまち戸　かまち樹種、鏡板樹種、見込み寸法は図示による
（16.7.2)(表16.7.3)(16.7.3)・ふすま　種別、工法、上張り、縁仕上、見込み寸法は図示による３ アルミニウム 性能及び構造 (16.2.2～16.2.5)(表16.2.1)(表16.2.2)

（表16.7.7)(16.7.4)(表16.7.10)
製建具 外部に面するアルミニウム製建具の性能等級

・戸ぶすま　表面材の種類、品質等、見込み寸法は図示による（16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.4）
(16.2.2～16.2.5) ・コンクリート系下地及び鉄骨下地

(16.7.3)(表16.7.7)・紙張り障子　見込み寸法は図示による
性能項目

耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法 10 建具用金物 建具表による (16.8.1～4)(表16.8.1～4)
種　別

(16.8.1～4) 見本提出のうえ監督員の承諾を受ける。
・ Ａ種 ※ Ｓ－４

※ Ａ－３ ※ Ｗ－４ 70mm（注） 鍵箱 ・ 設ける（　　　個用） ・ 設けない ・ 鍵札
・ Ｂ種 ※ Ｓ－５

マスターキー ・ 製作する（　　　組） ・ 製作しない ・ 既存マスター合わせ
・ Ｃ種 ※ Ｓ－６ ※ Ａ－４ ※ Ｗ－５ （　　　㎜）

（注）引違い・片引き・上げ下げ窓で、複層ガラスを使用する場合は、100㎜とする。
煙感知器連動とする防火戸の解錠機構は別途とする。

※ 扉にラッチ受座用切込開口補強 ・ 枠に解錠機構用切込開口補強
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特記仕様書（４）
Ａ-５

５ フローリング張り ・ 単層フローリング (19.5.2～5) ８ 壁紙張り 建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの (19.8.2) 11 スクリーン 種　別 ※ ホワイトスクリーン
　
植
　
栽
　
工
　
事

23 １ 植栽地の確認 土壌の水素イオン濃度指数、電気伝導度等の試験・ ・行う ※ 行わない (23.1.3)
(19.5.2～5) (19.8.2) (23.1.3)種　類 工　法 樹　種 厚さ（mm） 大きさ（㎜） 仕上塗装 施工箇所 種　類（製造所） 防火性能の種別 形　式 ※ スプリング巻上（ノーショック）式 ・

・ 釘留め工法 ※ なら 15 板幅75以上 ・ 寸法（mm） 幅 （ ） 高さ （ ） ２ 植栽基盤 植栽基盤 ・ 適用する (23.2.2)

(23.2.2)（根太張り） ・ 板長さ400以上 ・ ・ 適用しない（ただし、芝及び地被類の植栽の場合は整備する。）

・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ ・ 釘留め工法 ※ なら ・ 12以上 板幅75以上 ・ 塗装品 ・ 12 くつふきマット 　枠 ※ ステンレス製 ・ 黄銅製

１等 （直張り） ・ ・ 板長さ400以上 ・ 無塗装品 壁紙のホルムアルデヒドの発散量 マット ※ 塩化ビニル製 ・ ゴム製 ・ アルミ合金製 ・ 鉄製 有効土層の厚さ（㎝） （表23.2.1）

・ 接着工法 ※ なら ・ 8以上 板幅75以上 ※ F☆☆☆☆ ・ 排　水 ※ 設ける（排水目皿ＶＰ50φ） ・ 設けない 樹　木

・ ・ 板長さ400以上 高　木 低　木 芝、地被類

・ 接着工法 ※ なら ・ ・ ・ 塗装品 ９ 断熱材 断熱材打込み工法 13 厨房器具 器　具　名 規格・施工箇所等 樹　高 12ｍ以上 ７～12ｍ未満 ３～７ｍ未満 ３ｍ未満(19.9.3)・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ
(19.9.3～4)・ ・ 無塗装品 ・ 断熱材 ・ 流し台 市販品 有　効 ※ 100 ・ ※ 80 ・ ※ 60 ・ ※ 50 ・ ※ 20１等

材　種 種　別 厚さ 施工箇所 ・ 調理台 　〃 土　層 ・
・ 複合フローリング (19.5.2～5) ・ ビーズ法 ・ コンロ台 　〃 工法 樹木 ※ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種

種　類 工　法 樹　種 厚さ等 防湿処理 仕上塗装 ポリスチレンフォーム ・ ガステーブル 　〃 芝及び地被類 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種
・ 釘留め工法 ※ なら ・ 適用する ・ 塗装品 ※ 押出法 ・ ２種ｂ ※ 25 ・ つり戸だな 　〃 土壌改良材 ※ バーク堆肥 ・ 汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）

・ 天然木化粧 （根太張り） ・ ・ 適用しない ・ 無塗装品 ポリスチレンフォーム ・ ３種ｂ ・ 20 ・ 水切だな 　〃
複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ・ 釘留め工法 ※ 図示による ３ 支柱材 支柱材 ※ 杉の焼丸太 ・ 竹・ Ａ種硬質ウレタンフォーム

（直張り） 14 ピクチャーレール タイプ ・ 天井面付け ・ 壁面付け・ 硬質ウレタンフォーム
・ 接着工法 ４ 芝 種類 ※ コウライシバ ・ ノシバ・ フェノールフォーム 安全荷重 ・ フック　耐荷重　30㎏程度　２個／ｍ

(23.4.2)※ フェノールフォーム断熱材のホルムアルデヒド放散量 ※ Ｆ☆☆☆☆
フローリングのホルムアルデヒド放散量等

断熱材補修材 ・ 断熱材と同材 15 ブラインドボックス 材質 ※ アルミニウム製
※ F☆☆☆☆、接着剤等不使用（単層フローリングに限る）、ホルムアルデヒドを放

・ 吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材 カーテンボックス 表面処理 ※ Ｃ－１ ・ Ｃ－２（色調：　　　　　）
散しない塗料等使用（単層フローリングに限る）、非ホルムアルデヒド系接着剤

溝幅×深さ（㎜）※ 図示による ・ １２０×８０ ・
使用並びに非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料

(19.9.4)断熱材現場発泡工法
等使用とする。

材　種 種　別 厚さ 施工箇所 16 消火器ボックス ・既製品(図示による) ・

・ 吹付け硬質ウレタンフォーム ※ Ａ種１ ・
※ 製造所及び製品名（　　　　　　　　　　　　）

断熱材 ・ Ａ種１Ｈ 17 視覚障がい者用 材種 ・ 塩化ビニル製 厚さ ※ ７㎜（2+5） ※ ３００×３００

難燃性 誘導ブロック ・ コンクリート製（厚さ30mm）
接着工法の場合の不陸緩衝材 ※ 合成樹脂発泡シート ・ (19.5.5)

※ 難燃性 ・ ２級 ※ ３級 ・ 磁器質タイル製

６ 畳敷き 種別 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種（畳床：　　　　） (19.6.2)(表19.6.1) 18 家具類 合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボード、接着剤及び塗料のホルムアルデヒドの放散量
(19.6.2) ・防虫処理 防虫加工紙を使用する場合は、薬事法の承認を受けたものとする。（Ａ、Ｂ、Ｃ種） 20 １ フリーアクセス (20.2.2) ※　Ｆ☆☆☆☆

　
ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

フロア 施工箇所 材　質 寸法・高さ 所定荷重 耐震性能

(20.2.2) 21
　
排
　
水
　
工
　
事

１ 排水管 ・ 硬質ポリ塩化ビニル管 （ ※ ＶＵ ・ ＶＰ ） (21.2.1)

(21.2.1) ・ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）

・ 遠心力鉄筋コンクリート管（※外圧管Ｂ形） １種

※ 表面仕上材 ※ 図示による ・

・ 帯電防止性能 ・ 漏えい抵抗 ２ 排水桝 ・ コンクリート現場打ち桝 (21.2.1)

(21.2.1) 種類 ※ 普通コンクリート ・ 設計基準強度 ※ 18N/m㎡ ・

７ せっこうボード ※ 天井及び壁に使用する材料は、建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたものとする。 ２ 可動間仕切 ・ パーティション (20.2.3) スランプ ※ 15cm ・ 鉄筋種別 ※ SD295 ・

(20.2.3)その他ボード 構造形式種別 構成基材の種類 パネル表面材・仕上 遮音性能 防火性能 ・ コンクリート既製桝

及び合板張り ・ せっこうボード製品 (19.7.2)(表19.7.1～表19.7.5) ・ スタッド式 ※ アルミ ・ 不燃 ・ 樹脂製溜め桝

(19.7.2～3) 材　種・規　格 張　　り　　方 厚さ（mm）等 ・ スチール ・施工箇所

・ 下張り ・ 目透し ・ 9.5（準不燃） ３ 埋戻しに用いる材料 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種 (表3.2.1)(21.2.1)※ F☆☆☆☆パネルのホルムアルデヒドの放散量
(21.2.1)・ せっこうボード ・ 壁 ・ 上張り ・ 突付け ・ 12.5（不燃）

・(JIS A6901) ・ 直張り ・ 継目処理 ・ ３ 移動間仕切 ・ スライディングドア (20.2.4) ４ 桝蓋 グレーチング （ 材質： 耐荷重： Ｔ－ ） (21.2.1)
(21.2.1) ・操作方法種別 パネル表面材・仕上 圧接装置操作方法 遮音性能 防火性能 マンホール （ ・ ＭＨＡ ・ ＭＨＢ ）(20.2.4)

・ 下張り ・ 目透し ・ 9.5（準不燃） ・ 手動式 ・ ハンドル回転式 ・ 不燃 ・ 鉄板 （ ｔ＝ ㎜ ）

・ 天井 ・ 上張り ・ 突付け ・ 12.5（不燃） ・ ・ プッシュ式 ・ ・ 樹脂製 （ ）

・・ 直張り ・ 継目処理

(21.2.1)製造所 ５ 溝蓋 ・ グレーチング （ 材質： 耐荷重： Ｔ－ ）
(21.2.1)・ 化粧せっこうボード ・ 鉄板 （ ｔ＝ ㎜ ）(20.2.5)４ トイレブース

(トラバーチン模様) ・ 天井 ・ 直張り ・ 突付け ※ 9.5（準不燃） ・ 既製コンクリート板 （ ｔ＝ ㎜ ）(20.2.5) 表面材の材質（下小口共） 脚　部 ドアエッジ

(JIS A6901) ※ メラミン樹脂系化粧板 ※ 幅木 ※ ＳＵＳ ・ 標準 ・ アルミ

・ 化粧せっこうボード ・ ポリエステル樹脂系化粧板 ・ 支柱 ・ ※ Ｒ付 ・ ＳＵＳ

(プリント) ・ 天井 ・ 直張り ・ 目透し ・ 9.5（準不燃） 22 １ 路床 (22.2.2)フィルター層 ※ 適用しない ・ 適用する（厚 ㎜）金物 ※ 図示による（見本提出のうえ監督員の承諾を受ける。）
(22.2.2～5)(JIS A6901)

　
舗
　
装
　
工
　
事

路床安定処理 ※ 適用しない ・パネルのホルムアルデヒドの放散量

※ F☆☆☆☆ ・・ 吸音用穴あきせっこう ・ 天井 ・ ・ 目透し ・ 9.5（準不燃） 路床の盛土材料 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種 (表3.2.1)(22.2.3)

ボード(JIS A6301) ・ 突付け ・ 不燃性原紙裏張り ・路床の試験 ＣＢＲ試験 ・ 行わない 行う (22.2.5)(20.2.6)５ 手すり 材料の種類　　・　　　　　　　　　　　仕上　　・　　　　　
(20.2.6)・ ロックウール化粧吸音板 天井 ・ 上張り ・ 突付け ・ 9（不燃） ・路床締固め度の試験 ・ 行わない 行う

現場ＣＢＲ試験 ・ 行わない 行う(JIS A6301) ・ 直張り ・ 12（不燃） ６ 階段滑り止め ・(20.2.7)

(20.2.7)・ 15（不燃） 材　種 形状・寸法 工　法 フラットエンド 砂の粒度試験 ・ 行わない ・ 行う

・ ステンレス製 ※ タイヤ入 ※ 35㎜ ※ 接着工法 ・ 有 （ ）

・ アルミ製 ・ タイヤなし ・ 埋込工法 ・ なし ２ 路盤 路盤の構成 ・ 車路：100、歩行者用通路：100 ・ 図示による (22.3.2)

(22.3.2～5) 材料 ・ 砕石クラッシャラン ※ 再生材クラッシャラン (22.3.3)

７ 黒板及び (20.2.9) ・ クラッシャラン鉄鋼スラグ

・ 繊維強化セメント板 ホワイトボード 種　類 色 暗　線 施工箇所 締固め度の試験 ・ 行わない ※ 行う (22.3.5)

(20.2.9)種　類 施工箇所 張　　り　　方 厚さ（mm） ・ 鋼製黒板 ※ 焼付 ※ 緑 ・ 有

・ けい酸カルシウム板 ・ 目透し ・ 6（不燃） ・ ほうろう黒板 ・ 黒 ・ なし ３ アスファルト舗装 舗装厚 車路 ・ 50 ・・ (22.4.2)

(22.4.2～6)・ 普通板 ・ 壁 ・ 突付け ・ 8（不燃） ・ ホワイトボード ※ ほうろう ・ 白 ・ 有 歩行者用通路 ・ 30
タ
イ
プ
２

(JIS A5430) ・ 天井 ・ 突付けＶ目地 ・ 10（不燃） ・ なし アスファルト ・ 再生アスファルト ※ 60～80 ・ 80～100 (22.4.3)

・ 12（不燃） 枠 ・ 木製（図示による） ※ アルミ製 ・ ストレートアスファルト

・ 化粧ボード ・ 目透し 形状 ・ 平面 箇所

(JIS A5430) ・ 壁 （シーリング） ・ 平面（行事） 箇所 加熱アスファルト混合物等の種類 (22.4.4)

・ 天井 ・ 突付け ・ 表層 ※ 密粒度アスファルト混合物 (13) ・

・ ジョイナ チョークボックス ・ アルミ製 ・ ※ 細粒度度アスファルト混合物（13） ・

ピクチャーレール ・ 有（図示による） ・ 切り取り検査 ※ 行う （　　　箇所） ・ 行わない (22.4.6)

アスファルト混合物等の抽出試験 ・ 行う ・ 行わない
・ その他ボード

８ 表示 ・ 衝 突 防 止 表 示 （ ） (20.2.11)
種　類 規　　格　　等 (20.2.11) ・ 室 名 札 （ ） ４ コンクリート舗装 舗装厚 ・ (22.5.2)車路及び駐車場

・ 木質系セメント板 (22.5.2～6) 70・歩行者用通路・ ピ ク ト グ ラ フ （ ）
(JIS A5404)

コンクリート ・ (22.5.3)・ 案 内 板 （ ）
・

目地材 ・・ 視 覚 障 が い 者 案 内 板（ ）

溶接金網 ・ 使用する（150□×6φ）・ 使用しない・ 市　　　　　　　章 （ ）
・

コンクリート版の厚さの試験 ・ 行う ・ 行わない (22.5.6)・ 車 イ ス マ ー ク （ ）

・ 施 設 名 文 字・ 切抜文字 ・ ステンレス 字数 （ ）

５ カラー舗装 舗装厚及び種類 (22.6.2)・ 合板 (19.7.2～3) ・ 箱文字 ・ ステンレス 文字の大きさ（　　×　　）
(22.6.2～6) ・ 加熱系カラー舗装　　　　・図示による　　　・　　材　料 樹種名 処　理 接着の程度、厚さ（㎜）等

・ 常温系カラー舗装　　　　・図示による　　　・　　・ 普通合板 ラワン ・ 防虫 　類 ・ 5.5 ・ 12 ・ 15 ９ ブラインド (20.2.14)

(20.2.14) (22.6.6)切り取り検査 ※ 行う （　　　箇所） ・ 行わないシナ ・ 防虫 　類 ・ 4 ・ ・ 形　式 ※ 横形(JIS A4801) ・ 縦形

・ 天然木化粧合板 種　　類 ※ ギア式 ・ コード式 ※ コード方式　類防虫 ・・

スラットの幅 ※ 25mm ・ 35mm ・ ・ 100 ・ 75 ６ 透水性 舗装の構成及び厚 (22.7.2)・図示による

(22.7.6)合板のホルムアルデヒド放散量等 スラットの材種 ※ アルミニウム合金 ※ アルミニウム合金 ・ クロス アスファルト舗装 開粒度アスファルト混合物等の抽出試験 ・ 行う ・ 行わない
(22.7.2～6) 切り取り検査 ※ 行う （　　　箇所） ・ 行わない※ F☆☆☆☆、非ホルムアルデヒド系接着剤使用（普通合板及び天然木化粧合板に限る）、 ボックス等の材種 ※ 鋼製 ※ アルミ（ヘッドレール）

非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用（天然木化粧 ７ ブロック系舗装 ・ インターロッキングブロック舗装 (22.8.2～3)

(22.8.2～3) ・ 50(20.2.16)合板に限る）並びに非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材 カーテン及び 基層 ・ アスファルト混合物10

・ 70・ コンクリート版料使用（特殊加工化粧合板に限る）とする。 カーテンレール きれ地の品質等（製造所） ひだの種類
・ (20.2.16) クッション材 ※ 砂 ・ 空練りモルタル

種類、形状、厚さ ・合板の張付け ・ Ａ種 ・ Ｂ種 (19.7.3)(表19.7.3)

製造所

暗幕用カーテンの両端、上部及び召合せの重なり ※ 300以上

カーテンレール 材　種 ・ ステンレス製 ※ アルミニウム製 ８ 区画線 路面標示用塗料 ・ １種 ・ ２種 ※ ３種１号

色 ※ 白 ・

塗布幅 ※ 図示 塗布厚さ ※ １．０

章 項 特　　　記　　　事　　　項 章 項 特　　　記　　　事　　　項 章 項 特　　　記　　　事　　　項 章 項 特　　　記　　　事　　　項

・
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4

5 植栽桝 円柱CB製

6

7

8

9
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移設

移設

移設

移設

移設

番号 名称 処置

1

2

3

4

5

■移設リスト

樹木A
樹木B

樹木C

樹木D

樹木F 樹木E

石垣1植栽桝

石
垣

2
石

垣
3

石
垣

4

樹木G

樹木H

樹木I

樹木J

樹木K

記念樹B+記念碑

ガードフェンス

福山市立あけぼの幼稚園園舎解体に伴う植栽移設工事 解体・移設図
Ａ-７

石垣1　H700

石垣2　H700

石垣3　H700

石垣4　H700

植栽A　H1800 φ200

植栽B　H2000 φ200

植栽C　H1200 φ60

植栽D　H6000 φ120

植栽E　H1400 φ200

植栽F　H4000 φ200

植栽G　H1800 φ150

植栽H　H1600 φ150

植栽I　H5000 φ250

植栽J　H1200 φ50

植栽K　H1300 φ70

記念樹A　H5000 φ350 (3株)　＋記念碑

記念樹B　H2700 φ100　　　　＋記念碑

記念樹C　H4000 φ350 (2株)　＋記念碑

記念樹D　H2800 φ300　　　　＋記念碑

記念樹E　H3000 φ200　      ＋記念碑

屋外便所

放課後児童クラブ教室

■解体リスト（除根含む）

電柱

(枝垂れ桜 1本)

記念樹A+記念碑
(ｳﾊﾞﾒｶﾞｼ　1本
 ｿﾃﾂ      3株)

ＡＳ舗装

植樹帯

ガードフェンス

ＡＳ舗装 植樹帯

…記念樹 移設範囲を示す。

…樹　木 撤去範囲を示す。

…石　垣 撤去範囲を示す。

記念樹D+記念碑

(ｳﾊﾞﾒｶﾞｼ　1本)

(ﾏｷﾉｷ　1本

 ﾒﾒﾂｹﾞ 1本)

記念樹E+記念碑

記念樹C+記念碑

(ｳﾊﾞﾒｶﾞｼ　1本

 ｿﾃﾂ   　 2株)



※文字面を上にし、寝かせて埋め込む。
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曙第２公園

運　動　場
あけぼの幼稚園

既設校舎（管理教室棟）

既設校舎（普通教室棟）

（給食室）

既存屋内運動場
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詳細移設図　S=1:200 

　監督員と協議して

　決定してください。

▽GL＋0

文字面

記念碑移設図　S=1:50

移設場所

移設場所

　埋め込み深さは、監督員と協議の上決定してください。

…植栽・記念碑移設範囲

※詳細な位置については、

移設場所

移設場所



§工事名称 福山市立あけぼの幼稚園園舎解体に伴う植栽移設工事

§工事場所 福山市曙町五丁目１６番３号

1 この数量書は、福山市建設工事請負契約約款１条に定める「設計図書」ではなく

参考数量です。従って、契約後の変更等を含意するものではありません。

2 数量の算出は次の基準によっています。

※ 「建築数量積算基準・同解説」 （建築工事積算研究会制定）

参考数量書

特記事項



福 山 市

設 計 書

工事名称 福山市立あけぼの幼稚園園舎解体に伴う植栽移設工事

工事場所 福山市曙町五丁目１６番３号

 【工事概要】 
植栽工事  一式

ウバメガシ    ３本
ソテツ        ５株
マキノキ      １本
メメツゲ      １本
枝垂れ桜      １本

 【別途工事】
正門移設工事
電気設備工事
給排水設備工事



福 山 市

工事費内訳 1

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接工事費

直 接 工 事 費

1

式

計

共通費

共通仮設費

1

式

現場管理費

1

式

一般管理費等

1

式

計

工事価格

1

式

消費税等相当額

1 消費税率 10 ％

式

工事費

1

式



福 山 市

工事種別内訳 2

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直 接 工 事 費

1

式

計



福 山 市

直 接 工 事 費 種目別内訳 3

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

外構

1

式

計



福 山 市

直 接 工 事 費 科目別内訳 4

外構

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接仮設

1

式

植栽

1

式

発生材処理

1

式

計



福 山 市

直 接 工 事 費 中科目別内訳 5

外構

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接仮設

1
式

計

植栽

1
式

計

発生材処理

1
式

計



福 山 市

直 接 工 事 費 細目別内訳 6

外構 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

養生

1
式

整理清掃後片付け

1
式

計



福 山 市

直 接 工 事 費 細目別内訳 7

外構 植栽

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

記念樹Ａ（移植） ウバメガシ

ソテツ３株 1
式

記念樹Ｂ（移植） 枝垂れ桜

1
式

記念樹Ｃ（移植） ウバメガシ

ソテツ２株 1
式

記念樹Ｄ（移植） ウバメガシ

1
式

記念樹Ｅ（移植） マキノキ メメツゲ

1
式

記念碑（移設）

5
か所

木伐採除根作業 記念樹以外

11
本

レッカー 13ｔ

3
日

バックホウ 7ｔｸﾗｽ

3
日

バックホウ 2ｔｸﾗｽ

3
日

回送費

2
回

計



福 山 市

直 接 工 事 費 細目別内訳 8

外構 発生材処理

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

発生材運搬 伐採木

2.6
ｍ3

発生材運搬 石

25
ｔ

発生材処分 伐採木

2.6
ｍ3

発生材処分 石

25
ｔ

計



福 山 市

共通仮設費（積上分） 明細 9

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ﾌｪﾝｽﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ 1,810×1,200

7日 16
台

計


